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第
４
回
「
日
中
韓
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
成
果

―
見
え
は
じ
め
た
真
の
意
義
と
方
向
性
―

日
本
国
際
連
合
協
会
理
事

功
刀
達
朗

功刀達朗（くぬぎ・たつろう）氏　1934年生まれ。東京大学中退、米コロンビア大学博士号取得。国連本部法
務官、中東ＰＫＯ上級法律顧問、在ジュネーブ代表部公使、フランクフルト総領事、国連事務次長補（カンボ
ジア人道援助・国連人口基金担当）を歴任。国際基督教大学教授を経て、国連大学高等研究所客員教授。

　

恒
例
の
国
連
協
会
長
会
議

　

ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
日
、
国
連

協
会
長
会
議
が
丸
一
日
開
か
れ
た
。
国
連

協
会
世
界
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
）
の
朴
銖

吉
（
パ
ク
・
ス
ギ
ル
）
会
長
も
出
席
し
、

各
国
の
国
連
協
会
活
動
の
効
果
を
高
め
る

努
力
を
紹
介
し
た
の
に
続
き
、
国
連
の
三

つ
の
中
心
課
題
で
あ
る
「
平
和
・
開
発
・

人
権
」
に
つ
き
参
加
者
の
間
で
率
直
に
意

見
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。
お
互
い
の
理
念

の
類
似
性
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
差
異
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

例
え
ば
今
回
初
め
て
参
加
し
た
中
国
国

連
協
会
の
卢
树
民（
ル
・
シ
ュ
ミ
ン
）
新

会
長
は
、
人
権
概
念
と
適
用
に
は
国
と
地

域
に
よ
り
差
異
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
同

じ
く
初
め
て
参
加
し
た
韓
国
国
連
協
会
李

浩
鎭
（
イ
・
ホ
ジ
ン
）
新
副
会
長
・
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
年
の
経
済

力
・
軍
事
力
の
発
展
は
「
ア
ジ
ア
の
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
」
と
も
呼
ば
れ
る
新
た
な
る
協

調
的
相
互
依
存
と
対
抗
関
係
を
生
み
、
国

連
や
地
域
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
容
易
に
対

処
し
得
な
い
事
態
を
招
い
て
い
る
と
述
べ

た
。

　

北
東
ア
ジ
ア
３
国
が
共
有
す
る
文
化
と

伝
統
、
殊
に
儒
教
の
平
和
と
調
和
に
か
か

わ
る
基
本
原
則
は
、
北
東
ア
ジ
ア
の
み
な

ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ベ
ル
で
も
価
値

あ
る
行
動
規
範
の
源
泉
と
な
る
も
の
で
あ

る
と
ル
会
長
は
強
調
し
、
仁
、
義
、
礼
、

智
、
信
の
五
つ
の
徳
を
挙
げ
た
。
日
本
国

連
協
会
の
千
玄
室
会
長
は
茶
道
の
基
本
精

神
そ
の
も
の
で
あ
る
和
、
敬
、
清
、
寂
は
、

五
つ
の
徳
と
共
に
人
々
の
心
の
深
奥
に
影

響
し
、
心
的
改
造
か
ら
社
会
を
和
と
平
穏

に
導
く
理
念
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
の
他
、
国
連
は
国
単
位
の
垂
直
的
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
加
え
、
市
民
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
参
画
に
も
開
か
れ

た
横
の
連
携
に
よ
り
、
世
界
の
基
本
的
規

範
を
進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
さ
れ
、
こ
の
た
め
に
は
女
性
と
ユ
ー

ス
の
役
割
を
重
視
し
、
持
続
可
能
な
「
積

極
的
平
和
」
を
促
進
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
ー
と
情
報
公
開
が
必
須
で
あ
る
と

の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

今
回
の
会
合
で
は
、
前
回
２
０
１
２
年

に
行
っ
た
よ
う
に
「
領
土
紛
争
は
あ
く
ま

で
も
折
衝
と
対
話
で
解
決
す
べ
し
」
と
す

る
声
明
文
を
会
長
会
議
の
名
前
で
採
択
す

る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
３

国
が
優
れ
た
知
見
を
持
つ
少
子
高
齢
化
、

災
害
対
策
、
公
害
対
策
な
ど
の
具
体
的
問

題
や
、
科
学
技
術
の
責
任
に
関
し
、
国
連

の
場
で
先
見
的
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
政
策
や

国
際
協
力
を
共
同
し
て
提
言
す
る
こ
と
は

望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。

　

終
わ
り
に
、
４
年
前
か
ら
毎
年
共
催
し

て
い
る
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
、

参
加
学
生
の
要
望
や
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ

り
、
毎
年
企
画
・
運
営
に
改
善
が
導
入
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
具
体
例
を
挙
げ
報

告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
今
後
も

学
生
達
が
、
殊
に
関
心
を
持
つ
課
題
に
つ

き
、
国
連
で
の
政
策
審
議
や
日
中
韓
３
国

首
脳
会
議
に
要
望
や
提
案
を
提
出
す
る
こ

と
の
意
義
が
再
確
認
さ
れ
た
。

　

ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
会
式
と
シ
ン

　

ポ
ジ
ウ
ム
一
日
目

　

第
一
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
札
幌
コ

　

昨
秋
、
日
中
韓
関
係
の
緊
張
が
更
に
高
ま
る
中
、
３
国
の

国
連
協
会
の
共
催
と
札
幌
大
学
の
協
力
の
下
、
第
４
回
ユ
ー

ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
９
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
北
海
道
で
開

催
さ
れ
た
。
参
加
し
た
１
０
０
余
名
の
大
学
生
達
は
、「
東
ア

ジ
ア
文
化
と
西
洋
文
化
の
創
造
的
共
生
」「
ユ
ー
ス
と
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
代
表
権
」「
情
報
格
差
と
通
信
技
術
の

乱
用
防
止
」
な
ど
を
熱
く
論
じ
、
国
連
総
会
作
業
部
会
に
よ

る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
の
設
定
審
議
を
模
し
た
。
学

生
達
の
発
言
や
合
意
文
書
に
は
、
３
国
が
共
同
し
て
国
際
社

会
の
牽
引
力
に
な
る
こ
と
へ
の
期
待
も
散
見
さ
れ
た
。

　

盛
り
沢
山
の
知
的
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
持
ち
寄
っ

た
文
化
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
北
東
ア
ジ
ア
の
同

胞
意
識
を
醸
成
し
、
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
意
義
と
方
向

性
を
考
え
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
学
生
事
務
局
と
共
に
、

過
去
3
回
と
同
様
、
今
回
も
企
画
・
運
営
に
尽
力
し
た
功
刀

理
事
が
更
な
る
発
展
に
つ
き
示
唆
を
加
え
る
。

国連協会長会議

ユース・フォーラム開会式
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ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
取
り
計
ら
い

に
よ
り
、す
べ
て
一
般
公
開
で
行
わ
れ
た
。

開
会
式
は
千
玄
室
会
長
と
Ｗ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
の

パ
ク
・
ス
ギ
ル
会
長
の
開
会
の
辞
に
続
き
、

札
幌
市
長
、
札
幌
大
学
理
事
長
、
札
幌
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
名
誉
理
事
長
か

ら
温
か
い
歓
迎
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
、中
国
と
韓
国
の
学
生
代
表
団
長
が
、

「
空
か
ら
見
る
と
、日
本
全
土
が
美
し
い
緑

に
覆
わ
れ
て
い
る
の
に
驚
い
た
」、「
台
風

で
到
着
が
遅
れ
心
配
し
て
い
た
と
き
、
皆

親
切
で
安
心
し
た
」
な
ど
と
第
一
印
象
に

触
れ
、
日
本
の
団
長
は
、「
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
な
ん
で
も
思
う
こ
と
を
話
し
、

相
手
の
言
う
こ
と
を
尊
敬
し
て
よ
く
聞
き

ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
よ
り
良
き
相
互

理
解
と
、
よ
り
良
き
未
来
に
つ
な
が
る
の

で
す
」
と
短
い
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
、
学
生

達
が
主
役
で
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
三
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
と

　

三
つ
の
基
調
講
演

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
次
の
ト
ピ
ッ
ク
を

取
り
上
げ
た
。

（
１
）東
ア
ジ
ア
文
化
と
西
洋
文
化
＝
人
類

社
会
の
安
寧
と
発
展
を
目
指
す
創
造

的
共
生

（
２
）ユ
ー
ス
と
女
性
の
声
を
国
連
会
議
と

日
中
韓
首
脳
会
議
の
政
策
に
反
映
さ

せ
る
策

（
３
）情
報
格
差
＝
通
信
技
術
の
発
達
と
乱

用
防
止

　

中
国
国
連
協
会
ル
・
シ
ュ
ミ
ン
会
長
、

韓
国
国
連
協
会
イ
・
ホ
ジ
ン
副
会
長
は
、

三
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
言
及
し
、
い
ず
れ
も

東
ア
ジ
ア
地
域
の
新
た
な
危
機
に
関
連
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
克
服
に
は
地

域
レ
ベ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ベ
ル
で
の

協
調
的
努
力
を
要
す
る
と
述
べ
た
。
ま
た

こ
の
関
連
で
、
国
家
・
政
府
以
外
の
市
民

社
会
の
ア
ク
タ
ー
の
役
割
が
増
大
し
て
い

る
今
日
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
と
人
々
の

間
の
対
話
と
協
力
関
係
が
、
東
ア
ジ
ア
の

伝
統
的
社
会
倫
理
と
共
通
の
価
値
に
促
進

さ
れ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
更
に
イ
氏

は
、
若
者
や
女
性
が
築
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
共
通
の
意
識
を
将
来
に
亘
り
広
げ
て

い
く
の
で
、
そ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ

る
と
強
調
し
た
。

　

日
本
国
連
協
会
明
石
康
副
会
長
は
過
去

３
回
の
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
果
と

し
て
、
若
者
達
の
間
で
相
互
理
解
の
増
進

と
、
伝
統
・
文
化
の
共
通
性
の
再
確
認
が

な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
と
述

べ
、日
中
韓
３
国
の
最
近
の
対
立
も
、様
々

な
共
通
遺
産
と
、
将
来
に
つ
な
が
る
共
通

利
益
を
広
い
視
野
か
ら
考
え
、
い
ず
れ
解

決
に
導
か
れ
る
と
の
見
通
し
を
表
明
し

た
。
し
か
し
、
近
現
代
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
先
例
か
ら
も
学
び
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史

に
よ
り
広
き
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
必
要

で
あ
り
、
変
わ
り
ゆ
く
情
勢
変
化
や
政
治

家
の
発
言
に
左
右
さ
れ
ず
に
、
３
国
の
多

面
的
共
通
利
益
を
、
戦
略
的
視
野
か
ら
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

基
調
講
演
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

含
蓄
に
富
ん
だ
、
濃
い
内
容
の
講
演
か

ら
学
生
達
が
受
け
た
印
象
で
は
、
講
演
者

の
見
方
に
は
悲
観
的
な
予
測
は
ほ
と
ん
ど

無
く
、
前
向
き
な
視
点
か
ら
の
問
題
指
摘

と
若
い
世
代
に
対
す
る
期
待
が
共
通
項
で

あ
っ
た
。
緊
張
の
更
な
る
エ
ス
カ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
危
惧
し
て
い
た
学
生
達
は
、
や
や

安
堵
す
る
と
共
に
、
現
今
の
３
国
関
係
の

背
景
を
も
っ
と
深
く
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と

痛
感
し
た
。

　

学
生
達
の
研
究
報
告

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
３
ト
ピ
ッ
ク
の
夫
々

に
つ
い
て
は
、
日
中
韓
の
代
表
団
か
ら
２

名
ず
つ
、
計
18
名
が
研
究
報
告
を
、
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
（
Ｐ
Ｐ
Ｔ
）
を
使
用
し
て
手

際
よ
く
発
表
し
、
質
疑
応
答
（
Ｑ
・
Ａ
）

が
こ
れ
に
続
く
と
い
う
方
式
を
と
っ
た
。

各
ト
ピ
ッ
ク
を
２
時
間
で
完
了
さ
せ
る
の

は
至
難
の
業
と
思
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
無

事
終
了
し
、
２
日
目
の
継
続
討
論
を
可
能

と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

（
１
）バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ペ
ー
パ
ー

（
Ｂ
Ｇ
）が
日
本
代
表
団
の
６
名
と
韓

国
代
表
団
の
１
名
で
作
成
さ
れ
全
参

加
者
に
配
布
し
て
あ
っ
た
。

（
２
）第
４
回
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
長

川
美
里
事
務
総
長
（
東
大
院
）
が
全

て
の
Ｂ
Ｇ
と
Ｐ
Ｐ
Ｔ
の
編
集
責
任
も

務
め
た
こ
と
か
ら
最
も
効
率
的
に
司

会
を
行
い
、
そ
の
円
滑
な
流
れ
を
福

岡
純
一
副
事
務
総
長（
関
西
学
院
大
）

が
援
け
て
い
た
。

の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
日
目

　

初
め
に
全
体
会
合
を
開
き
、
前
日
の
報

告
と
論
点
を
整
理
し
、
そ
れ
に
続
き
15
名

で
構
成
す
る
五
つ
の
小
グ
ル
ー
プ
で
さ
ら

に
議
論
を
深
め
、
そ
の
結
果
を
起
草
委
員

会
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
報
告
案
に
ま
と
め
、

全
体
会
議
で
こ
れ
を
修
正
の
上
採
択
す
る

と
い
う
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
と
っ
た
。
そ

の
結
果
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
意
見
と
提
案

が
反
映
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
各
ト
ピ
ッ
ク

に
つ
き
二
、三
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
挙
げ
る 基調講演

シンポジウムの研究発表

小グループの協議
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と
次
の
通
り
。

●「
東
ア
ジ
ア
文
化
と
西
洋
文
化
」
に
つ
い

て
は
、「
東
ア
ジ
ア
へ
の
大
き
な
シ
フ
ト
」

は
、
単
な
る
臆
説
か
ら
実
践
命
題
の
一
つ

と
な
り
、
文
化
力
・
知
力
の
創
造
的
シ
ナ

ジ
ー
が
期
待
さ
れ
る
。
漢
字
文
化
を
共
通

の
背
景
と
す
る
北
東
ア
ジ
ア
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
再
確
認
と
共
に
、
そ
の
多

様
性
の
評
価
と
保
存
が
重
要
で
あ
る
。
日

本
の
学
生
か
ら
３
カ
国
の
言
語
と
人
的
資

源
の
交
流
を
促
進
す
る
位
相
空
間
の
創
成

が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー

ラ
の
北
東
ア
ジ
ア
版
を
創
る
こ
と
は
有
用

で
あ
ろ
う
と
の
議
論
も
あ
っ
た
。

●「
ユ
ー
ス
と
女
性
」
こ
そ
が
世
界
を
変
え

る
鍵
を
握
る
と
い
う
趨
勢
認
識
か
ら
、
そ

れ
を
阻
害
す
る
政
治
・
社
会
的
要
因
を
積

極
的
に
除
く
た
め
の
様
々
な
提
案
が
な
さ

れ
た
。
社
会
・
経
済
活
動
に
お
け
る
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
加
え
、
結
果
平

等
推
進
策
の
導
入
や
、
国
連
機
関
に
、
ユ

ー
ス
の
要
望
と
提
案
が
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
国
連
環
境
計
画
と
国
連
人
間
居
住
計

画
の
理
事
会
に
お
け
る
ユ
ー
ス
の
代
表
・

参
加
方
式
を
広
く
採
用
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。
ま
た
、
３
国
首
脳
会
議
や
閣
僚
会

議
に
は
、
ユ
ー
ス
と
女
性
の
代
表
が
一
部

参
加
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
い
く
つ
か

の
前
例
を
歓
迎
し
、
そ
の
恒
例
化
を
希
望

す
る
。

●「
情
報
格
差
と
通
信
技
術
の
乱
用
」
の
諸

問
題
に
つ
い
て
は
、
最
も
多
く
の
学
生
が

次
々
に
発
言
し
た
。
通
信
技
術
の
急
速
な

発
達
は
歓
迎
す
る
が
、
そ
の
弊
害
と
乱
用

は
経
済
、
社
会
、
政
治
の
分
野
で
大
き
な

障
害
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
、
日
中
韓

３
国
が
協
力
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術

の
利
用
に
つ
い
て
の
国
際
基
準
を
世
界
に

先
が
け
採
用
す
る
こ
と
を
、
韓
国
の
学
生

が
提
案
し
た
。
３
国
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
率
は
極
め
て
高
く
、
多
く
の
有

用
性
を
発
揮
し
て
い
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
や
い
じ
め
を
防
止
す
る
行
動
規

範
が
、
公
的
機
関
と
企
業
の
協
力
に
よ
り

形
成
さ
れ
る
こ
と
に
多
数
が
賛
成
。
そ
れ

は
任
意
的
な
コ
ー
ド
か
ら
始
め
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
が
、
乱
用
か
ら
派
生
す
る
侵

害
か
ら
の
保
護
や
救
済
に
は
法
的
規
制
の

必
要
も
論
じ
ら
れ
た
。

　
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

）」

　

設
定
・
模
擬
国
連
―
三
日
目

　

三
日
目
に
は
一
日
か
け
て
模
擬
国
連
会

議
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
は
第
３
回
ユ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
扱
っ
た
「
リ
オ
・
プ
ラ
ス

20
」
の
継
続
で
あ
り
、
国
連
総
会
の
作
業

部
会
で
２
０
１
２
年
夏
か
ら
２
０
１
４
年

春
ま
で
進
行
中
の
重
要
審
議
で
あ
る
。

　

作
業
部
会
が
扱
う
多
く
の
ト
ピ
ッ
ク
の

う
ち
、
①
雇
用
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
、
②
教
育
と
文
化
の
二
つ
に
関
す
る
審

議
を
模
し
、
各
代
表
団
に
は
日
中
韓
の
学

生
が
１
名
ず
つ
計
３
名
参
加
し
た
。
田
中

佑
典
（
京
大
）
と
笹
倉
俊
樹
（
上
智
大
）

が
作
成
し
た
Ｂ
Ｇ
が
事
前
に
配
布
さ
れ
、

３
名
ず
つ
の
学
生
の
間
で
ネ
ッ
ト
に
よ
る

事
前
協
議
と
準
備
が
既
に
行
わ
れ
て
い

た
。
本
会
議
の
議
長
は
福
岡
純
一
副
事
務

総
長
が
務
め
、
田
中
、
笹
倉
両
名
が
補
佐

し
た
。

　

①
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
世
界
的

金
融
危
機
と
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
の
不
況
の
結

果
、
多
く
の
先
進
国
に
お
け
る
高
い
失
業

率
が
続
く
中
、
環
境
の
視
点
か
ら
も
持
続

可
能
な
成
長
と
投
資
を
保
つ
こ
と
に
国
際

機
関
の
協
力
を
求
め
、
一
方
途
上
国
に
対

し
て
は
、労
働
者
の
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
、

労
働
条
件
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
農
業
そ

の
他
の
一
次
産
業
の
状
況
を
監
視
す
る
こ

と
を
勧
告
し
た
。
ま
た
、
若
者
と
女
性
の

雇
用
を
保
つ
た
め
に
海
外
か
ら
の
投
資
導

入
、
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
普
及
を

奨
励
し
た
。
更
に
、
途
上
国
か
ら
の
移
住

労
働
者
、
殊
に
女
性
と
児
童
の
人
権
状
況

の
監
視
を
強
化
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働

機
関
）
そ
の
他
の
機
関
に
関
連
の
統
計
デ

ー
タ
の
提
出
促
進
を
要
請
し
た
。

　

②
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
年
齢
、

人
種
、
性
、
宗
教
、
言
語
に
よ
っ
て
差
別

が
な
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
国
家

と
市
民
社
会
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
、

人
権
と
し
て
の
良
き
教
育
を
保
障
す
る
た

め
に
、
ユ
ネ
ス
コ
が
定
期
的
に
「
教
育
と

文
化
の
監
査
」を
行
う
こ
と
を
勧
告
し
た
。

教
育
と
文
化
は
持
続
的
開
発
を
促
進
す
る

重
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
認
め
、
ユ
ー

ス
の
視
点
か
ら
人
権
と
し
て
の
教
育
と
そ

の
文
化
と
の
関
連
性
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重
要

な
焦
点
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と

を
勧
め
た
。

　

以
上
の
勧
告
が
、
総
会
に
提
出
す
る
作

業
部
会
の
報
告
書
に
組
み
込
ま
れ
る
べ
し

と
す
る
決
定
を
採
択
す
る
と
と
も
に
、
第

４
回
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
全
員

は
大
要
次
の
声
明
文
を
こ
の
決
定
に
添
付

し
た
（
次
頁
掲
載
）。

　

文
化
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
企
画
の
成
功

　

参
加
者
に
最
も
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、

一
日
目
の
北
海
道
の
裏
千
家
淡
交
会
の
数

多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
呈
茶
」
お
も

て
な
し
、
札
幌
大
学
ウ
レ
シ
パ
研
究
会
の

「
ア
イ
ヌ
文
化
紹
介
」、
３
カ
国
語
で
歌
っ

た
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」、そ
し
て
三

日
目
の
参
加
学
生
全
員
に
よ
る
多
彩
で
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
「
文
化
交
流
＝
カ
ル
チ
ャ

ー
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ナ
イ
ト
」
で
あ
っ
た
。

　
「
ウ
レ
シ
パ
研
究
会
」は
全
員
が
先
住
民

ア
イ
ヌ
の
子
孫
で
あ
り
、
美
し
い
伝
統
衣

装
を
ま
と
っ
て
熱
心
に
歌
と
踊
り
を
紹
介

し
、
終
わ
り
に
全
学
生
は
誘
わ
れ
る
ま
ま

に
ス
テ
ー
ジ
と
会
場
フ
ロ
ア
で
輪
に
な
っ

て
ア
イ
ヌ
の
踊
り
に
興
じ
た
。

　

３
カ
国
語
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
世
界
に

一
つ
だ
け
の
花
」
を
、
お
互
い
の
言
語
の

美
し
さ
を
認
め
合
い
、
同
じ
場
所
で
自
身

の
言
語
で
、
夫
々
の
気
持
ち
を
乗
せ
て
歌

う
こ
と
が
ど
う
し
て
あ
れ
程
ま
で
に
心
を

動
か
す
の
か
、歌
っ
た
当
人
た
ち
は
驚
き
、

観
客
に
も
異
常
な
感
動
を
与
え
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
長

札幌市内観光で友好を深める参加学生

「世界に一つだけの花」を３カ国語で
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川
事
務
総
長
は
、「
価
値
観
を
認
め
合
い
、

う
ま
く
三
つ
を
入
れ
込
ん
で
一
つ
に
す
る

こ
と
が
こ
れ
か
ら
先
も
出
来
れ
ば
、
３
カ

国
の
未
来
は
決
し
て
悲
観
す
る
も
の
で
は

な
い
」
と
感
じ
た
と
い
う
。

　

三
日
目
の
夜
の
全
員
に
よ
る
「
カ
ル
チ

ャ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ナ
イ
ト
」
で
は
、

中
国
が
そ
の
歴
史
を
衣
装
で
表
現
し
、
韓

国
は
主
に
Ｋ–

Ｐ
ｏ
ｐ
、
日
本
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
り
、
は
じ
め

て
英
語
で
試
み
た
「
掛
け
合
い
漫
才
」
で

沸
か
せ
た
り
し
た
。
運
営
陣
に
よ
る
歌
と

ダ
ン
ス
の
発
表
の
後
は
照
明
を
落
と
し

て
、
全
員
壇
上
に
上
が
っ
て
ソ
ー
シ
ャ
ル

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
こ
と
も
出
来
た
。
あ
の

時
感
じ
た
お
互
い
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ

と
、
北
東
ア
ジ
ア
同
胞
の
一
体
感
は
ま
さ

に
感
動
的
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

反
省
と
将
来
へ
の
展
望

　

日
中
韓
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
若

者
達
の
相
互
理
解
促
進
、
人
材
育
成
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
通
じ
て
、
北
東
ア
ジ

ア
３
国
の
長
期
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

形
成
と
、
世
界
に
開
か
れ
た
東
ア
ジ
ア
の

協
力
関
係
の
構
築
を
目
指
し
て
き
た
。
相

互
理
解
へ
の
ム
ー
ド
が
ま
た
一
層
向
上
し

た
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
多
数
の

日
本
人
参
加
者
か
ら
、
従
来
議
論
を
避
け

て
き
た
日
中
韓
の
歴
史
問
題
と
領
土
紛
争

を
含
む
政
治
問
題
を
、
今
後
は
正
式
に
機

会
を
設
け
て
取
り
上
げ
、
実
直
な
意
見
交

換
を
行
う
べ
き
だ
と
の
提
案
が
表
明
さ
れ

た
。
時
間
が
不
足
な
ら
模
擬
国
連
無
し
で

も
よ
い
と
い
う
者
も
多
い
。

　

こ
の
提
案
は
、
中
国
の
西
安
で
今
年
開

催
予
定
の
第
５
回
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
関
す
る
協
議
で
、
中
韓
の
学
生
の
意
向

も
聴
取
の
上
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
近
現
代
の
歴
史
に
つ
い
て
の
知

識
は
日
本
人
大
学
生
一
般
と
同
様
、
中
韓

の
学
生
に
も
問
題
あ
り
と
い
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
参
加
学
生
の
準
備
が
十
分

に
な
さ
れ
た
上
で
慎
重
に
始
め
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
善
は
急
げ
」
と

い
い
た
い
。

　

長
川
事
務
総
長
か
ら
第
４
回
ユ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
を
受
理
し
た
国
連

事
務
総
長
直
属
のY

outh Envoy

（
青
年

担
当
特
使
）
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
作
成
担
当
事

務
局
長
か
ら
は
、情
報
共
有
か
ら
は
じ
め
、

共
通
の
課
題
を
扱
う
国
連
機
関
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

研
究
機
関
等
と
の
協
力
の
試
み
が
今
年
か

ら
始
ま
る
の
で
、
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

も
こ
れ
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
き

た
。
２
０
１
０
年
に
ソ
ウ
ル
に
設
立
さ
れ

た
日
中
韓
３
国
協
力
事
務
局
か
ら
は
、
次

回
の
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
出
席
し
、

協
力
の
方
途
を
一
緒
に
検
討
し
た
い
と
の

返
答
が
あ
っ
た
。

　

日
中
韓
の
企
業
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る

国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
日
中
韓

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
合
（
第
６
回
を
今
夏
日

本
で
開
催
予
定
）、
既
に
７
回
開
か
れ
た

「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
東
ア
ジ
ア

の
文
化
と
平
和
」、今
年
50
回
と
な
る
亜
細

亜
現
代
美
術
展
、
国
連
研
究
グ
ル
ー
プ
の

年
次
会
合
、
等
々
に
よ
る
民
間
交
流
推
進

は
脈
々
と
続
い
て
い
る
の
で
、
ユ
ー
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
母
体
と
す
る
人
材
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
こ
れ
ら
の
団
体
か
ら
学
び
つ

つ
、
共
に
連
携
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
有

用
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
数
年
来
、
日
中
韓
関

係
は
悪
化
の
方
向
に
転
が
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
ユ
ー
ス
の
特
性
で
あ
る
創
造
性
、

理
想
、
勇
気
を
活
用
し
、
こ
れ
ら
の
民
間

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
共
に
、
人
々
が
望
む
方

向
に
モ
ー
シ
ョ
ン
を
逆
転
さ
せ
る
と
い
う

大
き
い
夢
を
、
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育

て
る
の
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　

終
わ
り
に
、
日
本
国
連
協
会
北
海
道
本

部
長
伊
藤
義
郎
理
事
の
ご
尽
力
と
、
東
京

で
の
合
宿
の
際
素
晴
し
い
ご
講
義
を
い
た

だ
い
た
先
生
方
、
美
根
慶
樹
、
添
谷
芳
秀
、

毛
利
勝
彦
３
教
授
に
、
深
く
お
礼
を
申
し

上
げ
る
。

人気投票でリーダーシップ賞・友愛賞の二つを受
賞したパク・アンダーソン（ハンドン大学）と功
刀理事

〈 共同声明文 〉（要約）

我々ユースは「雇用とディーセント・ワーク」と「教育と文化」の２問題に関心を抱くものとして、
ユースの参加が今後の SDGs 設定作業に重要であると考える。我々は高い就学率と高い教育レ
ベルを誇る日中韓 3国の政府に対し、国連総会の SDGs 作業グループのメンバ—として協力し
合い、初等教育の普及を世界中で達成することに貢献することを要望する。

雇用に関しては、1日＄1.25 で生活している労働者の総数は 2001 年に比べ 2010 年には 2億
9400 万減少したが、労働の質は低下していることに我々は憂慮し、日中韓 3国の政府と企業
セクターのリーダーに対し、新しい概念のディーセント・ワークと SDGs 達成に寄与すること
を期待する。

世界人口の約 25％はユースであり、50％が女性であることを考慮し、ユースと女性にグローバ
ル公共政策の立案と決定に参画する機会を増すことを期待する。日中韓 3国の共同歩調は、持
続可能な開発目標設定とその達成に、国際社会全体の大きな牽引力となることを疑わない。我々
は地球市民としての責任を果たすべく、そのような 3国の共同歩調に加わりたいと願っている。

第 4回ユース・フォーラム参加者一同　　北海道　　2013 年 9月 19日


